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 研究結果 

 
最 近 韓 国 と 日 本 の 対 中 政 策 は 非 常 に 違 う と の 議 論 が 少 な く な い 。 最 も 典 型

的 な 例 が 韓 国 の 中 国 傾 斜 論 、 そ し て 日 本 の 対 中 牽 制 論 で あ る 。 し か し 、 こ れ
ら は 体 系 的 な 分 析 や 帰 納 的 推 論 と い う よ り は 、 表 面 的 観 察 あ る い は 政 治 的 レ
ッ テ ル 貼 り の よ う に 思 え る 。 本 研 究 は 、 2013年 初 め か ら 2019年 秋 ま で の 朴 謹
恵 ・ 文 正 仁 政 府 お よ び 安 倍 晋 三 内 閣 の 対 中 政 策 を 取 り 上 げ 、 そ の 相 違 点 と 共
通 点 を 導 き 出 す と と も に 、 上 記 の 議 論 を 検 証 す る 。  

 
研 究 で は 韓 日 両 国 の 対 中 政 策 を ① 脅 威 認 識 、 ② 一 次 的 な 安 保 上 の 憂 慮 、 ③

米 中 競 争 へ の 対 応 、 ④ 経 済 と 安 保 の 関 係 、 ⑤ 歴 史 問 題 に 関 わ る ア イ デ ン テ ィ
テ ィ 政 治 、 ⑥ 国 内 政 治 と 政 治 リ ー ダ シ ッ プ の 地 政 学 ビ ジ ョ ン の 関 係 と い う 六
つ の ト ピ ッ ク に 焦 点 を 合 わ せ て 分 析 し た 。 分 析 の 結 果 、  韓 国 側 は 保 守 ・ 進
歩 政 権 い ず れ も 強 大 国 政 治 や 地 政 学 ゲ ー ム に 対 す る 根 強 い 反 感 を 反 映 し 、 特
に 、 南 北 関 係 改 善 を 主 な る 動 力 と し 韓 半 島 の 地 政 学 的 緊 張 と 競 争 構 図 を 変 化
さ せ よ う と す る こ と で 、 脱 地 政 学 ゲ ー ム を 行 お う と す る こ と が 分 か っ た 。 安
倍 内 閣 の 対 中 政 策 は 、 初 め は 伝 統 的 な 地 政 学 ゲ ー ム に 力 点 が お か れ た も の の
、 2017～ 2018年 以 降 は 排 他 的 親 米 姿 勢 か ら 脱 し 、 中 国 と 親 密 な 関 係 を 築 こ う
と す る 様 子 が 見 ら れ た 。  

 
 韓 日 両 国 の 対 中 政 策 は 決 し て 少 な く な い 相 違 点 を 見 せ な が ら も 、 有 意 義

な 類 似 点 も 発 見 さ れ た 。 対 中 脅 威 認 識 が 類 似 し た も の に な っ て い る こ と 、 特
定 の 争 点 へ の 還 元 主 義 的 な 傾 向 、 韓 米 中 お よ び 日 米 中 関 係 へ の 重 視 、 政 策 オ
プ シ ョ ン の 多 様 な 組 み 合 わ せ 、 国 内 政 治 と の 緊 密 な 関 連 性 な ど が そ れ で あ る
。 総 じ て 、 両 国 の 対 中 政 策 は 韓 半 島 和 平 プ ロ セ ス の 構 築 や 経 済 協 力 な ど に 重
点 を 置 く 、 ミ ド ル ・ パ ワ ー 戦 略 に 収 斂 す る 傾 向 が 見 ら れ た 。 近 い 将 来 、 共 通
の 対 中 戦 略 の 可 能 性 を 示 唆 す る も の で あ ろ う 。  
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